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ω融周年
砂11月は国民年金制度推進月間。年金はあ芯たの大切芯財源です l

きれい叫11をよみがえらそうと、たくさんの人が清荒復活大作戦に鯵加しました.
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伊~冊め g 9 
娠
替
で
き
る
預
章
句

種

類

は

?

-
首
温
預
金

・
当
座
預
金

.
納
説
翠
備
預
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い
つ
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振
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に
忽

る

の

?

各
税
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納
期
限
の
一
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ま
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申
込
み
に
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娠
嘗
で
き
ま
す
.

議
録
嘗
目
隠
納
周
回
限
の
臼
で
す
・

揮
醤
酒
み
由
連
輯
H
ゆっ

口
座
蟹
替
で
納
付
さ
れ
た
市
税
の

領
収
.
ほ
、
取
級
金
融
機
関
が
ら
納

入
者
に
直
惜
敗
送
付
さ
れ
ま
す
。

振
替
が
で
き
広
か
っ

た
と
き
は
つ

預
金
の
残
高
不
足
等
に
よ
り
銭
替

で
き
抑
ゆ
か
っ
た
と
き
は
納
付
.
付

ぎ
の
お
知
ら
せ
を
送
り
ま
す
の
で

そ
の
納
期
分
除
現
金
で
お
納
め
く
だ

:、
J
Z
し

口座振替のしくみ
申
込
み
は
毎
年
ず
る
叩
ワ

童融織関

一
度
お
申
込
五
に
芯
れ
ば
原
則
と

し
て
口
座
を
解
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い
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。

毎
母
自
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に
継
続
さ
れ
ま
す
@
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-
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税
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税

(
償
却
趨
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含
み
ま
す
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自
劃
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税

鶏
納
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の
週
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週
三
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前
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印
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話
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こんなに便利!

安全・・・納付書の紺失や現童を持ち

歩く心配があDません。

確実・・・ついうっかり納期限を忘れ

て、延滞童を払う恕どのム

ダがあDません。

便利・・・0お仕しい方‘お留守がち

忽方、童融構聞に行くのが

不憧忽方は納めに行く手闘

が省けます。

。撞替手数料が切かか5
す、通銀に納税の記録が残

Dますので家計簿の代わ口

と怒ります。

いそがしいなあ

@ 

めんど;'Jt!t...J， 



あなたの税金は・・・

道路や町並みの盤舗のため

=戸
d戸

煩E腐を守るため

安全芯くらしのため

纏祉の充実のため

よりよい1I!J1をつくるため

芯どに使われ、皆織のく5しに役立っています。

税へのご理解をお願いします。
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